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10
月
23
日
、
筑
西
市
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
っ
く
ん
」
の

特
別
住
民
票
交
付
式
が
市
長
応
接
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
澤
市
長
か
ら

特
別
住
民
票
を
受
け
取
っ
た
「
ち
っ

く
ん
」
は
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。

「
ち
っ
く
ん
」
に
特
別
住
民
票
を

交
付

▲吉澤市長から住民票を
受け取る「ちっくん」

人
権
擁
護
活
動
で
法
務
大
臣
表
彰

　
永
年
に
わ
た
っ
て
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
人
権
擁
護
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
ら
れ
、
10

月
２
日
、加か
と
う藤
清す

み
い位
さ
ん
（
二
木
成
）

が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
平
成
10
年
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
現

在
は
下
妻
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

筑
西
支
部
会
会
長
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

加藤清位さん

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

　
10
月
１
日
付
け
で
、
菊き

く
ち地
富と

み
じ
ゅ壽

さ
ん
（
東
石
田
）
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。「
教
員
生
活
や
地
域
の
自
治

会
長
と
し
て
住
民
の
生
活
環
境
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
で
、

地
域
の
人
権
擁
護
活
動
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
10
月
１
日
か
ら
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

菊地富壽さん

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で

下
館
西
中
学
校
に
感
謝
状

　

10
月
17
日
、
第
51
回
茨
城
県
更

生
保
護
大
会
で
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
（
玉
戸
駅
あ
い
さ
つ
運

動
や
清
掃
運
動
）」
の
活
動
功
績
に

よ
り
下
館
西
中
（
山や
ま
ぐ
ち口
忠た

だ
し

校
長
）

の
N
V
G
（
西
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
）
が
、
水
戸
保
護
観
察

長
感
謝
状
を

受
け
ま
し

た
。

▲
代
表
で
感
謝

状
を
受
け
る

五ご
と
う島
朱あ
か
り理
さ
ん

　
７
月
15
日
に
（
社
）
下
館
青
年
会
議

所
と
市
の
共
催
で
行
わ
れ
た
市
民
討
議

会
の
報
告
書
が
、
吉
澤
市
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
討
議
会
に
参
加
し
た
市
民

35
人
を
代
表
し
て
大お

お
つ
か塚

昌ま
さ
よ
し嘉

実
行
委

員
長
が
、「
農
産
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
①
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な

農
産
物
は
米
で
あ
る
こ
と　

②
米
を

使
っ
た
筑
西
グ
ル
メ
と
し
て
、
米
粉
料

理
が
考
え
ら
れ
る
こ
と　

③
市
民
が
参

加
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と　

な
ど
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
誕
生
し
た
「
ち
っ

く
ん
」
が
、
市
民
の

前
に
初
め
て
登
場
し

ま
し
た
。

　
筑
西
市
の
新
た
な

特
産
品
と
し
て
開
発

さ
れ
た
「
筑
西
き
む

ち
」の
特
徴
な
ど
を
、

開
発
し
た
「
ち
っ
く

タ
ッ
グ
」
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
鮭
お
か
え
り
な
祭

実
行
委
員
会
に
よ
る

開
会
宣
言
と
、
鮭
の

遡
上
に
関
す
る
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
女
方
玉
三
郎
一

座
が
制
作
し
た

「
筑
西
小
唄
」
が

歌
・
踊
り
・
映

像
と
と
も
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

筑
西
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
作
戦

　
11
月
４
日
、
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
市
の
魅
力
発
信
の
た

め
に
市
民
協
働
で
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
２

シンポジウムに出席した
討議会の参加者

◀報告書は、市ホー
ムページで閲覧でき
ます。

●
「
ち
く
せ
い
市
民
討
議
会

２
０
１
２
」
報
告
会

●
「
ち
っ
く
ん
」
が
初
登
場
！

●「
筑
西
き
む
ち
」
完
成
発
表

●「
ウ
ェ
ル
カ
ム  

サ
ー
モ
ン
」

開
会
宣
言

●
ご
当
地
ソ
ン
グ「
筑
西
小
唄
」

６



行 政 ニ ュ ー ス

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
西

地
区
大
会
で
７
位
入
賞

　
10
月
14
日
、
結
城
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
「
ア
ク
ロ
ス
」
で
第
63
回
茨
城

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
西

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
か
ら
第

27
分
団
と
第
28
分
団
の
選
抜
選
手
６

人
が
競
技
に
参
加
、
７
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
は

指
揮
者
・
田た

な
か中

康や
す
ひ
ろ寛

さ
ん
（
井

上
）、
１
番
員・

赤あ
か
ば羽

正ま
さ
ひ
ろ宏

さ
ん

（
関
本
上
）、
２

番
員
・
本ほ

ん
だ夛

謙け
ん

吾ご

さ
ん
（
辻
）、
３
番
員
・
大お

お
は
た畑
直な

お

之ゆ
き

さ
ん
（
西
保
末
）、
４
番
員
・
田た

上が
み
純じ

ゅ
ん
ぺ
い
平
さ
ん
（
西
保
末
）、
補
助
員・

飯い
い
つ
か塚

修お
さ
むさ

ん（
木
戸
）の
６
人
で
す
。

　
操
法
競
技
は
選
手
の
規
律
や
迅
速

な
行
動
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
と
所

要
時
間
の
総
合

点
で
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
筑
西
市
消
防

団
は
、
指
揮
者

の
号
令
の
も
と

き
び
き
び
と
競

技
を
行
い
ま
し

た
。　

▲
操
法
大
会
に
出

場
し
た
み
な
さ
ん 放水の様子

　
第
14
回
を
迎
え
た
筑
西
広
域
イ
ベ

ン
ト
「
や
っ
ぺ
え
」
が
、
10
月
21
日

に
、
県
西
総
合
公
園
で
筑
西
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
食
を
テ
ー
マ
に
地
域

活
性
化
を
図
る
べ
く
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

「
や
っ
ぺ
え
Ｂ
ー
８
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
物
産
展
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
約

２
３
，
０
０
０
人
の
来
場
者
で
会
場

は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
14
回
筑
西
広
域
イ
ベ
ン
ト

「
や
っ
ぺ
え
」
開
催

▼やっぺえＢ−８グランプリの様子

◀熱気球搭乗体験の様子

筑西市民病院ふれあい祭りを実施
　筑西市民病院は、①地域の救急医療の拠点　②在宅医療の拠点　③
健康管理の拠点の３項目を柱に地域医療を担い、地域住民に様々な
サービスを行っています。

　地域に根ざす病院を身近に感じ
てほしいと、市民病院（石

いしかわ
川義

よしのり
典

院長）は 11月 11 日、特設会場
を設け「筑西市民病院ふれあい祭
り」を開催しました。
　イベントでは、川島第２保育園
のマーチングバンドの演奏や救急
車の展示、内視鏡操作体験、白衣

を着ての記念撮影などが行われ、
参加した市民からは「普段見られ
ない機器を間近に見て、安心感を
持った」などの声が聞こえました。
　また、市民病院では各自治会な
どからの要望があれば、院長やス
タッフが出向いて講演などを行っ
ていますのでご利用ください。

▲

講
演
を
す
る
石
川

院
長（
大
田
公
民
館
）

▲

筑
西
市
民
病
院

ふ
れ
あ
い
祭
り

市内の小中学校、幼稚園・保育園
都市公園の放射線量測定結果
下館小学校 0.093 
伊讃小学校 0.085 
川島小学校 0.070 
竹島小学校 0.078 
養蚕小学校 0.077 
五所小学校 0.062 
中小学校 0.058 
河間小学校 0.078 
大田小学校 0.058 
嘉田生崎小学校 0.079 
関城西小学校 0.085 
関城東小学校 0.063 
大村小学校 0.082 
村田小学校 0.093 
鳥羽小学校 0.079 
上野小学校 0.093 
長讃小学校 0.075 
古里小学校 0.079 
新治小学校 0.080 
小栗小学校 0.083 

明野幼稚園 0.088 
協和幼稚園 0.091 
認定こども園
せきじょう 0.081

協和保育所 0.061

下岡崎近隣
公園 0.077

神明近隣公園 0.087
木有戸公園 0.090 
村田児童公園 0.087 
協和の杜公園 0.090 

下館中学校 0.092 
下館西中学校 0.084 
下館南中学校 0.072 
下館北中学校 0.061 
関城中学校 0.081 
明野中学校 0.074 
協和中学校 0.057 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：11月16日（金）・公園11月12日（月）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は50㌢
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まちのわだいまちのわだい

　「札幌短編国際映画祭」最優秀国
内作品賞と最優秀監督賞、「釜山国
際映画祭」ソンジェ賞特別賞を受賞
した短編映画『転校生』の上映会が、
10 月 19 日、ロケ地となった明野
中学校（小

こ む ろ
室高

た か し
志校長）の生徒に対

して行われました。
　会場となった明野公民館には加

か と う
藤

伸
のぶたか

崇プロデューサーと金
か な い

井 純
じゅんいち

一 監
督も駆けつけ、受賞の報告がなされ
ました。上映後には質問時間も設け
られ、生徒たちは興味津々に映画製
作について質問していました。

映画『転校生』上映会
明野中に受賞を報告

加藤プロデューサー（左）と金井監督（右）

  11 月４日、大田小ＰＴＡ（神
かみごおり

郡
崇

たかし
会長）は、親子で本物の演劇を身

近に感じてもらおうと演劇鑑賞会を
開催しました。
　劇団「め組」により、低学年には

『泣いた赤鬼』、高学年には『走れメ
ロス』の劇が披露され、会場からた
くさんの笑いや歓声が起こり、親子
で楽しいひとときを過ごしました。

小栗小で救命講習会を
開催

　11 月 23 日、小栗小学校（深
ふ か や

谷
治
はるゆき

之校長）で、６年生を対象に筑西
広域消防本部管内初の救命講習会

「救命入門コース」が開催されました。
　児童は３班に分かれ、救急救命士
や指導員の指導により心肺蘇生法や
ＡＥＤの取り扱いなどを学びまし
た。受講した 27 人には「救命入門
コース参加証」が交付されました。

親子で本物の演劇鑑賞
を楽しむ　 　 〜大田小

　11 月３日、青く澄んだ秋空の下、
市生涯学習センター・ペアーノ（舟
生）で市商工会主催の「関城商工ま
つり」が開催されました。
　ステージでは、キッズダンス、関
城よさこいソーラン隊、ウルトラマ
ンタロウショーなどが披露されたほ

か、どすこいペア写真コンテストの
表彰式、抽選会などが行われまし
た。また広場にはキングポーク豚汁
試食、バザーなど様々なブースが設
けられ、会場は訪れた家族連れで大
変にぎわいました。

▶
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
タ
ロ
ウ
に
声

援
を
送
る
子
ど
も
た
ち

イ ベ ン ト 盛 り だ く さ ん ！ 関 城 商 工 ま つ り

　10 月 21 日、県・大好きいばらき
県民会議主催で「親子で学ぶいばら
きの先人講座『板

い た や
谷波

は ざ ん
山』」が市内

で開催されました。一
い ち き

木 努
つとむ

氏（下館・
時の会会長）を講師に迎え、しもだ
て美術館、羽黒神社、板谷波山記念
館などを案内。当市出身の陶芸家、
板谷波山（文化勲章受章・筑西市名
誉市民）の作品や功績、郷土愛につ
いてわかりやすく説明しました。
　参加した親子約 20 組は一木氏の
話に熱心に耳を傾け、偉大な先人板
谷波山について学びました。

親子で学ぶいばらきの
先人講座  〜板谷波山〜

▼

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

を
披
露
す
る
子
ど
も
た
ち
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　10 月 21 日、里山・西山で「親子
さつまいも堀り会」が行われ 33 組
の親子が参加し、さつまいも掘りや
里山散策で自然と触れ合いました。
　嘉家佐和西山の会（正

しょうこんじ
根寺英

ひ で お
夫会

長）が主催。今年同会が育てたさつ
まいもは、子どもの顔よりも大きく
育ち、参加した親子をおどろかせて
いました。

　「昔の人が知恵を絞って作った
機械なんだよ」。ＮＰＯ法人里山
を守る会（中

なかがわ
川行

ゆき お
夫会長）会員が、

関城東小学校（柴
しばさき
﨑俊

とし お
夫校長）の

５年生に使い方を教えているの
は、昔ながらの脱穀機と唐

とうみ
箕です。

　同小の５年生は毎年、会の協力

を得て里山・丸山前の田んぼで、
もち米やこしひかりを育てていま
す。春に児童たちが田植えした苗
はすくすく育ち、10月中旬に稲
刈りをし、10 月 24 日、脱穀作
業体験となりました。
　「自分の責任で自由に遊ぶ」を
モットーに子どもたちに自然の魅
力を伝える同会は 11月、様々な
奉仕活動に対する援助や協力を行
う公益財団法人ソロプチミスト日
本財団から「社会ボランティア賞」
が送られています。

里山で大きく育ったお
いもを掘りだそう！

　10 月 27 日、中央図書館でハロ
ウィンのおはなし会が開催され、親
子約 90 人が参加しました。
　今年は、図書館ボランティアのみ
なさんが大活躍。会場準備から紙芝
居やエプロンシアター、オカリナ演
奏や手品など、それぞれの得意分野
を担当しました。
　カーテンシアターはホワイトボー
ド２つ分の大掛かりなもので、普段
は見られないスケールの大きな人形
劇の世界に、子どもたちは引き込ま
れるように見入っていました。

ハロウィンのおはなし
会　　  〜中央図書館〜

“お米”をとおして自然と先人の知恵を学ぼう

　11 月３日、真岡線ＳＬをコン
サートで送り出す「コットンウェイ
2012」（真岡線ＳＬ運行協議会主
催）が開催されました。
　コンサートは、ＳＬ乗客や地域の
人たちに演奏を聞いてもらい地域の
活性化につなげようと、ＳＬの各停
車駅で小中学生や高校生により行わ
れました。
　下館駅ではＳＬの出発に合わせ、
下館二高吹奏楽部のみなさんが演奏
を行い、見学に来たみなさんといっ
しょにＳＬを見送りました。

　10 月 20 日、 富 士 見 町 自 治 会
（渡

わたなべ
邉康

こう
会長）で筑西消防署指導の

下、防災訓練が行われました。
　消火器での消火訓練や簡易担架の
使い方、応急救命などを学びました。
渡邉会長は「訓練に参加することに
よって、互いに声を掛け合うコミュ
ニティが生まれ、災害時の助け合い
につながる」と話していました。

自主防災訓練を実施　
　 　　富士見町自治会

吹奏楽でお見送り　 　
　　 下館二高吹奏楽部

もみ殻や藁くずを選別する「唐箕」
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